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TMDUリサーチ・ユニバーシティ（RU）推進機構

総
合
点
で
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
行

わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
数
値
化
す
る
な

ど
、
国
際
競
争
力
の
向
上
を
重
視
し
て
、

各
大
学
の
特
色
を
す
べ
て
可
視
化
し
た
状

態
で
選
考
が
行
わ
れ
た
。

　

同
事
業
の
東
京
医
科
歯
科
大
学
へ
の
支

援
期
間
は
10
年
間
で
、
年
３
億
円
の
支
援

規
模
と
な
る
。
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ａ
）
な
ど
の
研
究
支
援

人
材
の
確
保
・
活
用
が
必
須
条
件
だ
。
研

究
戦
略
や
知
財
管
理
な
ど
を
担
う
Ｒ
Ａ
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
研
究
者
が
研
究
活
動

に
専
念
し
、
よ
り
高
い
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
研
究
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
　

特
徴
を
活
か
し
た
研
究
力
強
化

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
１
論
文
あ
た

り
の
被
引
用
率
が
ア
ジ
ア
の
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

携
推
進
機
構
が
担
う
。
こ
の
機
構
は
、
研

究
戦
略
室
・
研
究
支
援
室
・
研
究
安
全
管

理
室
か
ら
な
る
研
究
推
進
本
部
、
産
学
連

携
推
進
本
部
、
事
務
部
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

Ｒ
Ｕ
推
進
機
構
内
に
は
、
動
物
実
験
委

員
会
、
組
み
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
安
全
委
員

会
、
病
原
微
生
物
等
安
全
管
理
委
員
会
、

特
定
病
原
体
等
安
全
管
理
委
員
会
を
組
織

し
、
研
究
・
産
学
連
携
の
際
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
な
ど
を
管
理
・
運
営
す
る
。
ま

た
、
疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、

再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
実
験
動
物
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設

に
対
し
て
も
事
務
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

国
内
８
位
と
い
う
実
績
を
持
つ
。
科
研
費

補
助
金
内
定
額
で
見
る
と
、
消
化
器
内
科

学
で
１
位
、
膠
原
病
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

学
、
整
形
外
科
学
、
腫
瘍
診
断
学
で
２
位

と
、幅
広
い
分
野
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
中
で
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
チ
リ
、

ガ
ー
ナ
、
タ
イ
の
海
外
拠
点
を
中
心
に
、

世
界
28
カ
国
・
78
大
学
等
と
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
、
共
同
研
究
・
臨
床
実
習
な

ど
を
通
し
て
人
材
交
流
・
育
成
を
行
っ
て

き
た
。
こ
う
し
た
強
み
と
な
る
特
色
を
ベ

ー
ス
に
、
さ
ら
に
研
究
力
を
強
化
す
る
た

め
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
全
学
体
制

の
東
京
医
科
歯
科
大
学
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
Ｒ
Ｕ
）
推
進
機
構
を
設
置
。

学
内
の
研
究
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
研

究
推
進
体
制
の
改
革
を
行
う
。
Ｒ
Ｕ
推
進

機
構
の
責
任
者
で
あ
り
、
副
機
構
長
を
務

め
る
森
田
育
男
研
究
担
当
理
事
は
語
る
。

　
「
医
療
系
総
合
大
学
の
最
終
目
標
は
、

優
れ
た
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
医
療
や
国
民
の
健

康
に
還
元
す
る
こ
と
で
す
。
Ｒ
Ｕ
推
進
機

構
は
、
本
学
の
先
端
的
で
独
創
的
な
研
究

を
社
会
に
つ
な
げ
る
た
め
、
様
々
な
研
究

成
果
の
実
用
化
を
推
進
す
べ
く
、
各
関
連

部
門
と
も
密
接
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
」

（
森
田
研
究
担
当
理
事
）

　

研
究
戦
略
の
策
定
や
研
究
活
動
の
支

援
、
知
的
財
産
の
創
出
支
援
・
保
護
、
産

学
連
携
の
推
進
な
ど
は
、
研
究
・
産
学
連

　

近
年
、
日
本
の
大
学
の
研
究
力
と
国
際

競
争
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
被
引

用
度
の
高
い
日
本
人
の
論
文
数
を
見
る

と
、
２
０
０
０
―

２
０
０
２
年
は
世
界
４

位
だ
っ
た
が
、
２
０
１
０
―

２
０
１
２
年

で
は
８
位
に
低
下
。
高
引
用
度
論
文
数
で

上
位
１
０
０
位
に
入
る
分
野
を
有
す
る
大

学
数
で
は
、
米
国
１
１
８
大
学
、
英
国
28

大
学
、
中
国
39
大
学
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
は
わ
ず
か
８
大
学
と
大
き
く
差
が
開

い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
や
研

究
機
関
の
研
究
力
強
化
を
目
的
と
し
た

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
を
創
設
。

国
内
大
学
の
研
究
力
強
化
を
目
的
に
、
優

れ
た
事
業
を
各
大
学
に
公
募
し
た
。
２

０
１
３
年
度
に
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

を
含
む
22
大
学
・
機
関
が
採
択
。
各
大
学

の
研
究
費
の
獲
得
状
況
、論
文
被
引
用
数
、

産
学
連
携
の
実
績
な
ど
が
数
値
化
さ
れ
、

柱
と
な
る
5
つ
の
取
り
組
み
で

研
究
力
強
化
を
実
現

　

Ｒ
Ｕ
推
進
機
構
で
は
、
研
究
力
強
化
を

実
現
す
る
た
め
に
５
つ
の
大
き
な
柱
を
事

業
の
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
「
優
れ
た
人
材
の
確
保
、
研
究
環
境
の

整
備
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
産
学
連
携
の

推
進
、
Ｕ
Ｒ
Ａ（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー

チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
室
の
設
置

に
よ
っ
て
研
究
・
産
学
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
推
進
し
ま
す
」（
森
田
研
究
担
当

理
事
）

　
「
優
れ
た
人
材
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、

国
際
公
募
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
の
定
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着
や
新
規
大
学
院
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
優
秀
な
若
手
研
究
者
が
集
ま
り
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
大
学
院
の
改
革
に
よ
り
、

医
歯
学
総
合
研
究
科
と
生
命
情
報
科
学
教

育
部
と
い
う
２
つ
の
大
学
院
を
２
０
１
２

年
度
か
ら
医
歯
学
総
合
研
究
科
と
し
て
統

合
。
ま
た
、
６
つ
の
研
究
機
関
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
理
化
学

研
究
所
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
医

学
総
合
研
究
所
、
が
ん
研
究
会
）
と
連
携

し
て
、
修
士
課
程
の
学
生
が
２
年
間
研
究

に
専
念
で
き
る
よ
う
連
携
大
学
院
を
設
置

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
教
員
の
流
動
性
向
上
や
外

国
人
教
員
の
増
加
を
目
指
す
。

　
「
研
究
環
境
の
整
備
」
で
は
、
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
育
児
・
介
護
中
の

女
性
研
究
者
・
職
員
に
対
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
働

き
や
す
い
よ
う
環
境
を
整
備
す
る
。
２
０

１
３
年
４
月
に
は
、
従
来
の
「
女
性
研
究

者
支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」
を
引
き
継
い

で
「
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
女
性
支

援
部
」
を
設
立
。
常
設
組
織
と
し
て
、
女

性
研
究
者
や
学
生
、
職
員
が
安
心
し
て
子

育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
や
意
識
改
革
を
進
め
る
計
画
だ
。

　
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
」
は
、
年
俸
制
の

拡
大
と
人
事
規
則
の
改
正
、
学
長
裁
量
に

よ
る
分
野
・
セ
ン
タ
ー
の
新
設
や
教
員
増

員
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
迅
速
な
改
革
実

現
を
可
能
に
す
る
素
地
を
固
め
る
。人
事
・

労
務
制
度
に
つ
い
て
は
、
医
歯
学
融
合
教

育
の
実
現
や
大
学
院
改
革
な
ど
を
通
じ
て

改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、
全
学
で
の
研
究

力
強
化
を
意
識
し
て
、
さ
ら
に
柔
軟
か
つ

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　
「
産
学
連
携
の
推
進
」
で
は
、
民
間
企

業
か
ら
の
大
学
院
特
別
研
究
生
の
受
け
入

れ
、
産
学
協
働
講
座
の
新
設
、
医
学
系
Ｃ

Ｏ
Ｉ
（
利
益
相
反
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
普
及
、
産
学
連
携
評

価
指
標
の
導
入
な
ど
を
実
施
す
る
。
従
来

の
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
、
学
内
の
研
究
シ
ー
ズ
を
、
大

学
発
先
進
医
療
・
医
薬
品
・
医
療
機
器
の

国
際
展
開
ま
で
一
気
通
貫
的
に
実
現
す
る

た
め
の
支
援
組
織
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構
」の
設
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
横
断
的
な
支
援

を
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
設
置
」
に
よ
っ
て
実
現

に
導
く
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
、
研
究
費
獲
得
、
研

究
戦
略
企
画
、
治
験
・
臨
床
研
究
の
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
行
う
専
門
人
材
で
、
研
究
者

が
研
究
に
注
力
で
き
る
よ
う
重
要
な
役
割

を
担
う
。
研
究
シ
ー
ズ
の
段
階
か
ら
、
研

究
費
獲
得
の
た
め
の
申
請
書
の
作
成
、
治

験
な
ど
を
含
む
事
業
化
レ
ベ
ル
ま
で
研
究

全
体
に
関
わ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。

　
「
５
つ
の
事
業
の
中
で
も
、
研
究
を
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
支
援
す
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
設

置
が
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
事
業
を
個
別
で
は
な
く
同
時
に

進
め
る
こ
と
で
強
い
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま

れ
、
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
が
実
現
す
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」

U
R
A
室
が
中
心
と
な
っ
て

優
秀
な
留
学
生
を
招
聘

　

一
連
の
取
り
組
み
で
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
研
究
力
を
強
化
す
る
一
方
、
い

く
つ
か
の
弱
み
も
克
服
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
東
京
医

科
歯
科
大
学
で
は
、
研
究
資
金
の
調
達
・

管
理
や
知
財
管
理
・
活
用
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
１
つ
が
研
究
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

研
究
資
金
の
獲
得
か
ら
研
究
シ
ー
ズ
の
事

業
化
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
得
る
経
営
マ
イ

ン
ド
を
持
っ
た
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
大
い
に
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す｣

　

さ
ら
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
大
学
名

そ
の
も
の
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
広

報
担
当
副
学
長
を
任
命
し
、
２
０
１
３
年

４
月
に
広
報
室
を
広
報
部
に
改
組
し
た
。

高
い
評
価
を
得
て
い
る
研
究
実
績
に
見
合

う
よ
う
、
大
学
の
知
名
度
向
上
に
つ
な
が

る
情
報
発
信
を
国
内
外
に
向
け
て
強
化
。

具
体
的
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
有

効
か
つ
効
率
的
な
広
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

学
内
情
報
の
集
約
と
共
有
化
を
目
指
す
。

　
「
広
報
活
動
の
充
実
は
、
研
究
成
果
を

積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
こ
と
で
産

学
連
携
の
促
進
や
優
秀
な
学
生
・
研
究
者

の
獲
得
に
も
役
立
つ
た
め
、
さ
ら
に
注
力

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す｣

　

こ
の
よ
う
な
体
制
で
研
究
大
学
強
化
促

進
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
全
学
の

教
職
員
の
意
思
疎
通
や
課
題
の
共
有
な
ど

も
必
要
と
な
る
。
既
に
同
事
業
の
全
学
体

制
で
の
推
進
に
つ
い
て
は
全
部
局
長
の
承

認
を
受
け
て
お
り
、
今
後
は
Ｆ
Ｄ
を
実
施

し
な
が
ら
、周
知
徹
底
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

｢

研
究
力
強
化
は
す
べ
て
の
教
職
員
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」
だ
と
森

田
研
究
担
当
理
事
は
指
摘
す
る
。

　
「
研
究
力
強
化
は
、
基
礎
研
究
分
野
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
臨
床
研
究
分
野
も
支

援
す
る
体
制
で
す
。
例
え
ば
、
臨
床
医
の

研
究
に
費
や
す
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
で
研
究

用
の
サ
ン
プ
ル
を
セ
ン
タ
ー
に
い
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
計
測
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
臨
床
医

な
ど
が
研
究
に
費
や
す
時
間
の
負
荷
を
軽

減
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

同
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
教
育

力
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
さ

れ
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
中
心
と
な
り
、

日
本
の
医
療
を
変
え
る
こ
と
を
本
事
業
の

最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
」
と
森
田
研
究

担
当
理
事
は
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

part
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■URA室の活動とその人材

＊競争的資金に関する情報収集・分析
　および適任な責任者の選定
＊競争的資金の分析に基づく申請書
　作成支援

研究費獲得
ブランチ

＊研究戦略企画
＊研究戦略に基づく研究遂行の評価
＊研究レベルアップ（ボトムアップ、
　学際研究推進、共同研究推進）

研究力強化
ブランチ

＊治験・臨床研究のサポート
＊イノベーション推進センター業務支援

先進医療展開
ブランチ

URA
人材育成

研究成果
広報

国際化
強化

・ベンチャー経験者
・企業出身産学連携経験者

・治験コーディネーター
・治験用統計エキスパート
・CRO（Contract Research 　
　Organization）経験者

・ジャーナリスト
・企業広報担当者

・JICA経験者
・国際事業関係者

究
活
動
を
支
援
す
る
研
究
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
人
材
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）。
近
年
、
日
本
の
大
学
で
も
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
お
り
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
の
採
択
を
き
っ
か
け

に
、
正
式
な
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　

学
内
に
は
新
た
に
、研
究
費
獲
得
ブ
ラ
ン
チ
、

研
究
力
強
化
ブ
ラ
ン
チ
、
先
進
医
療
展
開
ブ
ラ

ン
チ
の
３
部
門
か
ら
成
り
立
つ
「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
─

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
各
部
門
に
は
、

研
究
者
で
も
職
員
で
も
な
い
、
専
門
知
識
と
経

験
を
持
っ
た
人
材
を
配
置
し
て
研
究
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
を
ま
と
め
る
Ｕ
Ｒ
Ａ

室
長
に
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）

の
理
事
を
務
め
、
研
究
費
や
研
究
戦
略
に
も
精

通
し
た
眞
峯
隆
義
氏
が
就
任
し
た
。

　

研
究
費
獲
得
ブ
ラ
ン
チ
は
、
競
争
的
資
金
に

関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
分
析
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
申
請
書
作
成
な
ど
も
行
う
。
こ
の
ブ
ラ
ン

チ
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
シ
ニ
ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
は
、
国

立
大
学
産
学
連
携
本
部
長
経
験
者
が
就
任
予

定
。
実
務
を
行
う
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
は
、
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
の
公
募
経
験
者
や
企
業
出
資
フ
ァ
ン

ド
の
交
渉
経
験
者
な
ど
を
採
用
す
る
予
定
だ
。

　

研
究
力
強
化
ブ
ラ
ン
チ
は
、
学
内
に
数
あ
る

研
究
シ
ー
ズ
の
中
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
よ
う
な
研
究
を
見
極
め
、
実
用
化
に
向
け

た
戦
略
企
画
を
行
う
。
こ
の
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、

『
サ
イ
エ
ン
ス
』『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
な
ど
の
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
多
く
の
論
文
執
筆
経
験
を
持
つ
元
国

立
大
学
研
究
科
長
が
シ
ニ
ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
な
り
、

医
薬
品
・
医
療
機
器
業
界
を
専
門
と
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
経
験
者
や
各
種
研
究
機
関
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
経
験
者
な
ど
を
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
採
用

す
る
計
画
だ
。

　

３
つ
の
ブ
ラ
ン
チ
の
中
で
も
、
実
用
化
に
最

も
近
い
先
進
医
療
展
開
ブ
ラ
ン
チ
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
を
主
な
活
動
の
場
と
し

治
験
・
臨
床
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
シ
ニ

ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
は
、
民
間
企
業
で
産
学
連
携
な
ど

を
経
験
し
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
す
る
な
ど
経
営
マ

イ
ン
ド
の
高
い
人
材
を
採
用
。
治
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
治
験
用
統
計
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
っ

た
専
門
人
材
が
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
実
務
に
あ
た
る
。

　
「
中
間
評
価
ま
で
の
今
後
５
年
で
、
一
気
に

50
人
ま
で
Ｕ
Ｒ
Ａ
を
増
や
す
予
定
で
す
。
特

に
、
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ほ
か
の
組
織
と

の
連
携
、
ま
た
は
業
務
の
住
み
分
け
を
い
か
に

進
め
て
い
く
か
が
課
題
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
体
制
を

構
築
し
て
い
く
と
同
時
に
、
教
職
員
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
」（
森
田
研
究
担
当
理
事
）

　

森
田
研
究
担
当
理
事
は
、今
後
5
年
以
内
に
、

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
と
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
を
一

本
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
研
究

の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
距
離
を
縮
め
る
と
と

も
に
、
新
規
医
療
機
器
や
医
薬
品
の
事
業
化
な

ど
、
経
営
的
な
視
点
に
立
ち
、
研
究
成
果
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

研

研究力強化の推進力となるTMDU-URA室
■研究力強化の実証

「強み」の強化 「弱み」の解消

論文被引用率の1位維持
より多くの外部資金の獲得
科研費採択率の上昇

ライセンスフィーの増加
事業化による収入

学長のリーダーシップの強化

優秀な若手教員の採用

女性教員の増加
テーラーメイド医療の促進

安全・迅速な産学連携研究
知財収入の増加
コンサルティングフィーの増加

留学生の増加

URA室の設置

海外拠点基盤
グローバル化促進

イノベーション
推進センター

ガバナンス強化

人材確保

研究環境整備

産学連携推進

学際融合思考の導入
先進医療の促進
多忙な教員の職務軽減

先進医療の促進
医師主導型治験の増加
外国人教員の増加

他を圧倒する
　研究拠点形成
教員のモチベーション増加

教員の流動性向上
外国人教員の増加

多忙な教員の仕事軽減
優秀な教員の定着

協働企業への
　就職率増加

外国人教員の増加
外国での知名度アップ

・政府系ファンドへの公募経験
・大学における産学連携責任者
  としての経験
・企業負担の共同研究テーマと 
  りまとめ経験

実務URA像

・ 研究担当理事、研究科長経 
 験者

・ 医薬品、医療機器業界専門 
 のコンサルタント経験者

・ 各種研究機関のマネージャー 
 経験者、 プロジェクトマネジ 
 メント経験者

実務URA像 実務URA像

Purpose &
System●

TMDU-URA室
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タ
ー
若
手
研
究
者
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

部
門
の
実
験
室
も
利
用
で
き
る
。

　
「
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
、
自
分
の
裁

量
で
研
究
で
き
る
や
り
が
い
は
大
き
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
特
に
医
歯
学

系
の
研
究
領
域
は
自
分
一
人
だ
け
で
の
研

究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
配
置
し
て
い
る
３
人
の
メ
ン
タ

ー
は
運
営
の
仕
方
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
、

長
年
経
験
を
積
ん
だ
メ
ン
タ
ー
と
、
斬
新

で
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
若
い
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
教
員
と
の
間
で

相
補
的
で
相
乗
的
な
効

果
が
表
れ
る
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
国
際
公
募

に
よ
り
毎
年
２
人
程
度

が
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

教
員
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
研

究
大
学
強
化
促
進
事
業

の
採
択
を
受
け
、
全
学

で
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

制
度
に
対
応
す
る
体
制

を
再
確
認
し
て
お
り
、

５
年
以
内
に
基
礎
系
に

特
化
し
た
領
域
で
は
原

則
的
に
す
べ
て
の
教
員

採
用
を
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
形
式
に
切
り
換
え

る
予
定
だ
。
具
体
的
な

制
度
設
計
な
ど
は
必
要
だ
が
「
実
績
が
あ

る
の
で
学
内
で
の
理
解
は
得
や
す
い
の
で

は
」
と
田
賀
副
学
長
は
見
込
ん
で
い
る
。

　
「
若
手
研
究
者
の
育
成
は
本
学
だ
け
で

な
く
日
本
の
学
術
研
究
の
発
展
に
必
須
で

す
。
自
身
の
研
究
を
大
き
く
推
進
で
き
、

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に

つ
け
ら
れ
る
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
は

そ
れ
を
後
押
し
す
る
施
策
の
1
つ
で
す
。

研
究
力
強
化
を
継
続
し
て
促
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
重
要
な
制
度
と
捉
え
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

女
性
研
究
者
が
、
育
児
、
介
護
な
ど
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
並
行
し
な
が
ら
研
究

活
動
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
は
重
要
な

施
策
の
１
つ
。東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、

２
０
０
８
年
度
か
ら
２
０
１
０
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
わ
た
り
女
性
研
究
者
支
援
モ

デ
ル
育
成
事
業
を
実
施
し
た
。
モ
デ
ル
事

業
終
了
後
の
２
０
１
１
年
度
は
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
２
０
１
２
年
度
は

学
長
裁
量
経
費
が
充
て
ら
れ
、
継
続
し
て

女
性
研
究
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
事

業
が
定
常
化
さ
れ
、「
女
性
研
究
者
支
援

室
」
は
学
生
支
援
・
保
健
管
理
機
構
内
に

設
置
さ
れ
た
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー   

女
性
支
援
部
に
改
組
。
常
設
の
事
業
と
な

っ
た
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
支
援
活
動
が

可
能
に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
５
年
間
の
支
援
事
業
で
、

女
性
研
究
者
支
援
に
対
す
る
意
識
は
向
上

し
て
お
り
、
事
業
実
施
に
よ
る
効
果
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
支
援
を
受
け
た

女
性
研
究
者
の
論
文
投
稿
数
や
学
会
発
表

数
が
増
え
る
な
ど
、
研
究
活
動
に
お
い
て

高
い
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
年
齢
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
誰
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
有
馬
牧
子
助
教
は
語
る
。

　

現
在
、
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー   

女
性
支
援
部
の
事
業
内
容
は
主
に
６
つ
。

　

自
宅
に
い
な
が
ら
学
内
サ
ー
バ
ー
に
ア

ク
セ
ス
し
て
論
文
な
ど
の
閲
覧
も
で
き

る
「
在
宅
研
究
支
援
」
や
、
育
児
・
介
護

中
の
研
究
者
に
研
究
支
援
員
を
配
備
す
る

「
研
究
支
援
員
配
備
」
な
ど
は
、
女
性
研

究
者
の
研
究
成
果
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
病
気
の
際
に

は
自
宅
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
派
遣
す
る

「
病
児
保
育
」、
キ
ャ
リ
ア
相
談
や
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」、
大

学
院
生
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
自
主

企
画
事
業
を
行
う
「
次
世
代
育
成
支
援
」

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
で
女
性
支
援
に
関
す
る
情
報
発

信
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
の
意
識
調
査
を
行
う
「
広
報
・
調

査
」
な
ど
の
事
業
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

学
内
保
育
施
設
（
わ
く
わ
く
保
育
園
）
が

２
０
１
０
年
か
ら
設
置
さ
れ
、
そ
の
利
用

率
は
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

　
「
大
学
院
の
女
子
学
生
比
率
は
全
体
の

約
40
％
以
上
な
の
に
対
し
て
、
女
性
教
員

比
率
は
20
％
台
で
す
。
や
は
り
出
産
や
育

児
の
際
に
は
、
女
性
の
場
合
は
男
性
と
同

じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
困
難
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
短
時
間
勤
務
な
ど
の
柔
軟
性
が

あ
る
勤
務
体
系
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
両
立
支
援
制
度
が
十
分

に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
内
の
方
が
仕

事
の
継
続
に
困
難
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
分
野
や
様
々
な

　
「
例
え
ば
、
男
性
も
積
極
的
に
育
児
を

行
う
な
ど
、
生
き
方
や
働
き
方
を
柔
軟
に

選
べ
る
体
制
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　

柔
軟
な
勤
務
体
制
を
整
え
る
た
め
、
１

人
が
受
け
持
っ
て
い
た
業
務
を
複
数
の
人

員
で
分
担
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
の

導
入
な
ど
も
検
討
し
、
多
様
な
働
き
方
の

選
択
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
予
定
だ
。
業
務
が
一
極
集
中
し
な
い
よ

う
職
場
内
で
分
担
す
る
こ
と
で
、
職
場
全

体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
る
。

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
普
及
し
た
職
場

で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す
い

と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。『
女
性

も
活
躍
し
や
す
い
大
学
』
だ
と
広
く
学
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
優
秀
な
研
究
者

も
集
ま
る
は
ず
で
す
。
い
ず
れ
は
こ
れ
ら

の
勤
務
体
制
が
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
際

だ
け
で
な
く
、
男
女
と
も
に
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
自
己
研
鑚
な
ど
様
々
な
理
由
で
も

活
用
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

分
野
に
お
け
る
多
様
な
人
材
が
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
や
働

き
方
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
選
べ
る
よ

う
な
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
」

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
し
て
活
か
し

て
い
く
考
え
方
は
、
男
女
間
の
役
割
意
識

に
対
す
る
固
定
観
念
を
取
り
払
う
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。
同
部
が
行
っ
た
意
識
調
査

で
も
、
男
女
・
年
齢
問
わ
ず
、
８
割
が
「
柔

軟
な
勤
務
体
制
を
導
入
す
べ
き
」と
回
答
。

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
の

定
着
と
拡
大

　

近
年
、
日
本
の
若
手
研
究
者
が
自
立
で

き
る
研
究
環
境
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
大
学
や
研
究
機
関
の
基
盤
的
経
費

や
総
人
件
費
の
削
減
な
ど
で
、
ポ
ス
ド
ク

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
が
困
難
と
な
り
若
手
研

究
者
の
割
合
が
減
少
す
る
傾
向
も
あ
る
。

　

ま
た
、
優
秀
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
十

分
活
躍
で
き
る
環
境
に
な
い
若
手
研
究
者

も
見
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、

日
本
の
将
来
を
担
う
若
手
人
材
を
活
か
す

た
め
、
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
正
な
選
考
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
若
手
研
究
者
が
、
任
期

付
き
の
雇
用
形
態
で
自
立
的
な
研
究
環
境

の
中
で
経
験
を
積
み
、
審
査
を
受
け
て
合

格
す
れ
ば
、
よ
り
安
定
的
な
職
（
テ
ニ
ュ

ア
教
員
）
に
就
く
仕
組
み
だ
。

　

通
常
、
ポ
ス
ド
ク
は
所
属
す
る
研
究
室

の
教
授
や
准
教
授
が
獲
得
し
た
外
部
資
金

に
よ
り
雇
用
さ
れ
、
当
該
研
究
課
題
の
遂

行
に
参
画
す
る
。
一
方
、
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
制
度
で
は
自
ら
の
発
想
と
裁
量
で
研

究
に
取
り
組
め
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学

で
は
、
採
用
者
へ
の
研
究
資
金
や
研
究
ス

ペ
ー
ス
の
措
置
、
メ
ン
タ
ー
教
員
の
配
置

な
ど
、
支
援
体
制
も
整
っ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
研
究
戦
略
室
長
で
あ
る
田
賀
哲
也

Part
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副
学
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
大
学
側
は
５
年
後
の
テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス

ト
を
用
意
し
た
う
え
で
公
募
し
ま
す
。
よ

っ
て
、
研
究
者
同
士
が
ポ
ス
ト
争
い
な
ど

を
気
に
し
な
く
て
い
い
。
あ
く
ま
で
自
分

の
研
究
に
集
中
し
、
国
内
外
の
研
究
者
と

切
磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
２
０
１
１

年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
人
材

育
成
費
補
助
金
「
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
普

及
・
定
着
事
業
」
に
３
年
連
続
で
新
規
提

案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
学
的
な
取

り
組
み
の
提
案
内
容
や
、
２
０
０
６
年
か

ら
の
難
治
疾
患
研
究
所
で
の
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
制
度
の
導
入
実
績
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
も
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
運
営
委
員
会
が
教
員

採
用
を
含
む
事
業
計
画
と
実
施
に
あ
た

る
。
採
用
さ
れ
た
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教

員
に
は
、
研
究
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金

が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
２
年
目
以
降
の
研

究
費
に
つ
い
て
も
一
定
額
を
大
学
が
支
援

す
る
。
さ
ら
に
、
独
立
し
た
研
究
ス
ペ
ー

ス
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
内
の

研
究
支
援
施
設
や
医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン

Part 2 ８つの制度改革

有馬牧子
学生・女性支援センター助教

田賀哲也 研究戦略室長、
副学長（広報担当）

東京医科歯科大学の研究大学強化促進事業では、環境整備、人事制度、産学連携など
様 な々面で研究力強化に向けた取り組みが計画されている。

ここでは、事業の中でも大きく目標として掲げられている８つの制度改革について紹介していく。

01
取り組み

02
取り組み

ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
の

導
入
と
人
事
規
則
改
正

学生・女性支援センター　女性支援部では、学生や教職員などが、様々なライフステージで能力を発揮し、
仕事・学業と家庭とを両立するための支援活動や環境の整備を行っている。

■学生・女性支援センター  女性支援部の活動内容

事業の成果

「在宅でも研究活動の維持ができる」
との報告が寄せられている

配備を受けた者の論文投稿数や学会
発表数が増加している

事業へのニーズが高いため、利用枠を
拡大して実施している

男女の教職員・ 学生から相談を受け
るとともに、キャリアの講義を教育カ
リキュラムの一環として実施している

2013年度は12人の女子大学院生が事
業に参加している

HPやニュースレターによる情報提供を
行い、学内外に事業の内容を積極的に
発信している

自宅から学内サーバーへのア
クセスや論文の閲覧が可能

育児・ 介護中の研究者に研
究支援員を配備

子どもが病気の際に自宅に
ベビーシッターを派遣

キャリアに関する相談の対応、
キャリアのセミナー開催やキャ
リアデザイン講義の実施

大学院生のキャリア形成に関
する自主企画事業

HPやニュースレター、冊子の発行、
キャリアやワーク・ライフ・バラン
スに関する意識調査の実施

在宅研究支援

研究支援員配備

病児保育

キャリア支援

次世代育成支援

広報・調査

内容事業名

国際公募により若手研究者の中から、公正で透明性の高い選考方法で採用者を決定。５
年の任期付き雇用形態で任用・育成し、任期内に行う審査を経て、より安定的な職に就
かせることを目指している。

■東京医科歯科大学で実施中のテニュアトラック・プログラム
テニュアトラック

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

テニュア（任期付き教員、再任回数制限無し）

国際公募で任用

初年度1000万円、第2年度500万円など研究費
研究

スペース

任用後3年を経過する前にテニュア中間審査

36㎡（准教授は150㎡）

テニュアトラック教員（助教待遇）

テニュアトラック教員（助教待遇）

テニュアトラック教員（准教授待遇）

テニュア助教、講師、准教授

テニュア助教、講師、准教授

テニュア教授
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新
規
大
学
院
コ
ー
ス
の

設
置

　

超
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
医
療
政
策

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。同
時
に
、

医
療
系
の
大
学
に
お
い
て
は
、
医
療
研
究

の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
疾
患
そ
の
も
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
疾
患
予
防
科
学
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
２
０
１
４

年
度
よ
り
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
博

士
課
程
・
生
命
理
工
学
系
専
攻
に
「
疾
患

予
防
科
学
」
コ
ー
ス
・
領
域
を
設
置
す
る
。

　

疾
病
予
防
科
学
は
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
北
里
大
学
、

学
習
院
大
学
の
４
大
学
連
携
に
よ
る
「
学

際
生
命
科
学
東
京
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

基
盤
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
生
命
科
学
教

育
リ
ソ
ー
ス
を
補
完
し
合
う
。
さ
ら
に
、

４
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
す
る
学
会
、
企

業
、
自
治
体
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
協
力
を
得
て
、
先
進
的
か
つ
国
際
感
覚

豊
か
な
人
材
育
成
を
目
指
す
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
な
ど
、
必

ず
し
も
理
系
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

っ
て
い
な
い
文
系
人
材
も
育
成
の
候
補
だ
。

　
「
初
年
度
で
は
、
本
学
と
お
茶
の
水
女

子
大
学
に
大
学
院
博
士
課
程
を
設
置
し
、

講
義
の
う
ち
６
単
位
を
共
通
単
位
と
し
て

定
め
ま
す
。
本
学
で
は
主
に
医
学
概
論
な

ど
の
医
歯
学
分
野
と
遺
伝
学
分
野
な
ど
を

担
当
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
統
計
学

に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
を
中

心
に
担
当
。
北
里
大
学
、
学
習
院
大
学
に

は
博
士
課
程
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
両

大
学
に
よ
る
教
育
・
研
究
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
品
メ
ー

カ
ー
、
製
薬
会
社
、
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
教
育
や
研
究
な

ど
に
か
な
り
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
が

特
徴
で
、
企
業
に
よ
る
講
義
も
行
わ
れ
ま

す
」
と
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
竹

本
佳
弘
特
任
教
授
は
話
す
。

　

大
学
院
の
教
育
科
目
は
、
疾
患
予
防
に

関
し
て
、
医
学
か
ら
生
物
学
そ
し
て
、
そ

の
実
用
化
ま
で
鳥
瞰
的
な
視
点
を
身
に
つ

け
る
「
疾
病
予
防
科
学
概
論
」、
臨
床
統

計
解
析
か
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

ま
で
を
学
ぶ
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
特
論

（
基
礎
と
応
用
）」、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
不
可
欠
な
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
論
」、
地

政
学
的
・
宗
教
学
的
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
「
国
際

動
向
特
論
」、
研
究
成
果
を
社
会
に
役
立

て
る
た
め
の「
知
的
財
産
特
論
」の
５
科
目
。

　

研
究
活
動
で
は
、
通
常
の
専
門
的
な
研

究
に
加
え
て
最
初
に
４
大
学
に
あ
る
様
々

な
研
究
室
を
訪
問
。 

特
に
学
外
か
ら
入

学
す
る
学
生
や
社
会
人
大
学
院
生
な
ど

は
、
研
究
室
の
様
子
や
研
究
内
容
を
見
た

う
え
で
研
究
室
を
選
択
で
き
る
。
ま
た
研

究
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、“
滞
在
型
”
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
。

竹
本
特
任
教
授
は
、「
研
究
室
訪
問
は
、

４
大
学
の
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
の
よ
う

な
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
よ
い

機
会
。
複
数
の
研
究
者
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
強
化
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
は
、
本
人
の
そ
の

後
の
研
究
や
修
了
後
の
実
務
な
ど
で
も
大

い
に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
る
。

　

講
義
、
研
究
の
ほ
か
、
本
コ
ー
ス
に
参

画
し
て
い
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る

製
薬
企
業
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
よ
る

企
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
も
実
施
。
全
体

を
通
し
た
課
題
発
見
・
問
題
解
決
型
研
究

を
特
徴
と
す
る
。

　
「
参
加
大
学
、
企
業
と
の
連
携
が
強
化

さ
れ
、
高
い
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
っ
た
優

秀
な
人
材
も
社
会
か
ら
見
い
だ
し
や
す
く

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
コ
ー
ス
の
講

義
は
平
日
の
夜
ま
た
は
週
末
に
行
い
ま
す

が
、
学
内
の
講
義
に
つ
い
て
は
学
生
や
教

職
員
が
聴
講
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」（
竹
本
特
任
教
授
）

産
学
連
携
の

促
進

　

大
学
内
で
生
ま
れ
た
優
れ
た
研
究
シ
ー

ズ
を
、
医
療
技
術
や
医
薬
品
、
医
療
機
器

な
ど
で
実
用
化
し
、
社
会
に
還
元
す
る
こ

と
は
医
療
系
大
学
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
１
つ
。
こ
の
た
め
、
２
０
１
１
年

４
月
に
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
産
学

連
携
推
進
本
部
が
設
立
さ
れ
た
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
年
間
約

６
０
０
件
の
研
究
に
関
す
る
契
約
案
件
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
半
数
は
海
外
と
の
契

約
を
占
め
る
。
遺
伝
子
や
細
胞
、
試
薬
な

ど
の
研
究
試
料
の
提
供
・
受
領
に
際
し
て

交
わ
す
試
料
提
供
契
約
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
特
許
件
数
も
多
く
、

２
０
１
２
年
度
は
約
３
０
０
０
万
円
の
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
収
入
が
あ
っ
た
。

　

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
で
は
、
こ

う
し
た
契
約
や
特
許
申
請
に
関
わ
る
書
類

作
成
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
う
。
事
務
作
業
を
行
う
事
務
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
か
、
法
曹
出
身
の
法
務
担
当
者
３

人
、
弁
理
士
２
人
が
常
駐
し
、
研
究
成
果

の
知
財
管
理
や
産
学
連
携
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
ト
ー

タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
産
学
連
携
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
飯
田
香
緒
里
教
授
も
、
法

学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
。

　
「
優
れ
た
研
究
活
動
や
研
究
成
果
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
実
用
化
に
至
る
に
は
い

く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
研
究

活
動
、
産
学
連
携
活
動
、
実
用
化
研
究
な

ど
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
の
が
こ
の
組
織
。

研
究
に
お
け
る
情
報
の
取
り
扱
い
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
特
に
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
側
面
か

ら
の
支
援
の
必
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
」

　

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
に
は
、
産

学
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
企
画
・
戦
略

を
担
う
産
学
連
携
推
進
本
部
が
置
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
産
学
連
携
支

援
の
運
営
、
産
学
連
携
に
か
か
る
教
育
・

研
究
を
行
う
産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
産
学
連
携
の
ト
ー

タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
産
学
連
携
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
門
、知
財
創
出
・

保
護
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行

う
技
術
移
転
部
門
か
ら
な
る
。

　

産
学
連
携
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

門
で
は
、「
産
学
連
携
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

が
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
産
学
連
携
に
取

り
組
み
た
い
企
業
な
ど
と
の
相
談
窓
口
に

な
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
究
者
の
紹

介
か
ら
契
約
締
結
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
。
受

託
研
究
や
技
術
指
導
、
寄
附
講
座
な
ど

様
々
な
産
学
連
携
の
相
談
に
も
応
じ
る
。

　

他
方
、
学
内
の
技
術
シ
ー
ズ
の
権
利
化

を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
に
向
け
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
イ
セ
ン

シ
ン
グ
ま
で
を
支
援
す
る
の
が
技
術
移
転

部
門
。
研
究
担
当
理
事
、
産
学
連
携
副
学

長
、
全
学
部
教
授
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
発

明
評
価
委
員
会
を
組
織
し
、
研
究
成
果
の

産
業
応
用
の
可
能
性
を
踏
ま
え
た
、
権
利

化
の
要
否
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
部
門

へ
の
発
明
相
談
は
年
間
約
１
０
０
件
程
度

で
、
こ
の
う
ち
40
件
程
度
が
国
内
外
で
実

際
に
出
願
に
至
る
。

　

ま
た
、
産
学
連
携
機
能
の
強
化
・
活
性

化
に
取
り
組
む
ア
カ
デ
ミ
ア
連
合
と
し

て
２
０
１
０
年
６
月
に
発
足
し
た
「
医

学
系
大
学
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
（m

edU
-net

）」
も
、
重
要
な
活
動
の

１
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
京
医

科
歯
科
大
学
はm

edU
-net

に
加
盟
す
る

36
の
大
学
・
公
的
研
究
機
関
を
と
り
ま
と

め
る
幹
事
校
を
務
め
て
お
り
、
２
０
１
３

年
３
月
か
ら
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
が

主
体
と
な
っ
て
よ
り
自
立
的
な
運
営
を
開

始
。
全
国
の
ハ
ブ
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

後
は
、
さ
ら
に
活
動
領
域
を
拡
大
。
実
験

動
物
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
ル
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
作
り
に
関

わ
っ
て
き
た
ほ
か
、
今
後
は
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
と

連
携
し
た
体
制
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
に
伴
っ
て
、

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
の
活
動
領
域

は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
民
間
企
業
か
ら

の
大
学
院
特
別
研
究
生
の
受
け
入
れ
の
増

加
を
図
る
ほ
か
、
産
学
共
同
講
座
の
新
設

な
ど
新
た
な
試
み
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

よ
り
一
層
産
学
連
携
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
経
済
産
業
省
の
事
業
の
下
で
産

学
連
携
評
価
指
標
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
同
指
標
で
は
、
各
種
活
動
の

効
率
性
や
有
用
性
の
観
点
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
質
を
診
断
し
、
そ
の
指
標
に
基

づ
い
て
よ
り
効
果
的
な
産
学
連
携
活
動

の
創
出
を
図
り
ま
す
。
こ
う
し
た
試
み
を

ベ
ー
ス
に
、
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
を
一

気
通
貫
型
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
『
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
』
の
設
立
に
つ
な
げ
て

い
く
計
画
で
す
」（
飯
田
セ
ン
タ
ー
長
）

そのほかの制度

2013年10月現在、東京医科歯科大
学での年俸制は、特任教員（ 特定
有期雇用職員）にのみ適用されて
いる。この年俸制を、今後は、常
勤職員、専門業務職員、さらにＵ
ＲＡ（ユニバーシティ・リサーチ・
アドミニストレーター）の職員にも
適用拡大することを計画している。

年俸制の拡大

05
取り組み

06
取り組み

大型外部資金を獲得した研究者の
中でも、極めて優れた研究成果を
上げたと学長が認めた者には、さ
らに特別な研究手当が支給される。
例えば、当該外部資金の間接経費
に相当する約３ ％ を手当として
当該年度に支給する制度の構築
を目指している。

研究特別手当の設置

08
取り組み

同事業の重要な項目の１つである、
国際化の推進、海外との国際共同
研究に取り組むため、博士号を取
得した優秀な留学生を、本人の卒
業後も６カ月～１年を目安に一定
期間、東京医科歯科大学の特任教
員などのポストを用意して採用す
ることを予定している。

外国人研究員の
雇用と人事規則改正

07
取り組み

研究大学強化促進事業に伴い、
研究活動に特化した組織として

「Advanced Research Center」を新
設。７人を専属教員として採用す
る。採用候補は、准教授クラスの
若手教員で、高度な研究に専念で
きるよう教育や管理運営業務は免
除される。任期は５年とし、その
後は常勤のポストも用意している。

Advanced Research Center
の新設と人事規則改正

竹本佳弘特任教授（疾患予防科学コース）

飯田香緒里産学連携研究センター長

イノベーション推進機構
の設立で、東京医科歯科
大学の質の高い研究を基
盤に、その成果を医療現
場に迅速に提供し、グ
ローバル展開することを
目指す。

Part

02 Institutional 
Reform●

■東京医科歯科大学イノベーション推進機構の設立

東京医科歯科大学イノベーション推進機構

一気通貫 大学発先進医療・医薬品・ 
医療機器の国際展開 

機構長（学長）

機構会議（理事、副学長、URA室長、事務）

イノベーション推進センター

重要研究
テーマ

優秀な留学生PD テニュアトラック教員（国際公募）

03
取り組み

04
取り組み

■学際生命科学東京コンソーシアムを基盤とした
　疾患予防科学コース

疾患予防科学コース（DPSC）設置
学位記へのコンソーシアム付記

・４大学による教育体制
・ステークホルダーによる幅広い教育

・大学を超えた複数研究指導体制
・研究者間のネットワーキング

博士課程（生命理工学系専攻）

DPSC： Disease Prevention Science Course

大学院疾患予防科学コースは、東京医科歯科大学、お茶の水女子大学、
北里大学、学習院大学が連携し、2014年4月より、東京医科歯科大学と
お茶の水女子大学の2大学で開講される。

学際生命科学東京コンソーシアム

・単位互換
・学生支援の共同開催 
・卒後教育、若手人材育成

大学院教育の高度化 大学資源の有効活用

お茶の水女子
大学 学習院大学 北里大学東京医科歯科

大学

ゲノムベースの
疾患予防

生活習慣と
疾患予防

ポストゲノムと
疾患予防

環境因子と
疾患予防

・研究機器の共有化 
・図書館等の共有化
・医療系大学産学連携 
・疾患バイオリソースセンター 



Bloom! 医科歯科  No.15Bloom! 医科歯科  No.15 1213

03
施設

半
月
板
損
傷
に
対
す
る
細
胞
治
療
の
臨
床

研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
本
学
整

形
外
科
の
高
度
な
手
術
と
組
み
合
わ
せ
、

日
本
に
８
０
０
万
人
い
る
変
形
性
膝
関
節

症
の
再
生
医
療
の
実
現
も
目
指
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
内
に
は
消
化
器
内
科
の

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
た
め
の
大
腸
上
皮
再

生
」
や
歯
科
の
「
歯
周
組
織
の
再
生
」
な

ど
、
臨
床
応
用
を
目
前
と
し
た
優
れ
た
再

生
医
療
研
究
が
数
多
く
進
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
、
順
次
実
用
化

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
「
い
か
に
優
れ
た
研
究
で
も
、
臨
床
応

用
ま
で
に
は
数
々
の
障
壁
が
あ
り
、
実
験

に
必
要
な
機
器
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ

も
そ
も
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

ず
困
っ
て
い
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。
臨
床
試
験
が
始
ま
れ
ば
、
新
た

な
課
題
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
す
。
研
究

シ
ー
ズ
を
実
用
化
す

る
た
め
に
は
学
内
の

連
携
体
制
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
と
の
協
力
、

国
や
独
立
行
政
法
人

へ
の
働
き
か
け
な
ど

も
不
可
欠
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
は
、
基
礎

か
ら
臨
床
応
用
、
さ

ら
に
そ
の
先
の
保
険

適
用
や
産
業
化
ま
で

を
視
野
に
入
れ
て
、

東京医科歯科大学

非臨床研究の支援
●実験動物センター

生体機能
材料開発

●生体材料
　工学研究所

再生医療
製品の
安全性の検証

●難治疾患
　研究所

教育研究

倫理面からの検証

●生命倫理
　研究センター

●産学連携推進本部
知財管理

研究支援

ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
組
織
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
関
矢
セ
ン
タ
ー
長
）

実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
創
立
当
初

か
ら
実
験
動
物
を
管
理
す
る
た
め
の
施

設
を
運
営
し
て
き
た
。
従
来
の
施
設
が

２
０
１
０
年
４
月
に
「
実
験
動
物
セ
ン
タ

ー
」
に
再
編
成
し
、
全
学
共
通
の
施
設
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
支
援
部
門
、
管

理
事
務
部
門
の
ほ
か
、
医
歯
学
総
合
研
究

科
疾
患
モ
デ
ル
動
物
解
析
学
分
野
と
の
協

力
に
よ
る
疾
患
モ
デ
ル
動
物
開
発
部
門
、

医
学
部
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
と
の
協

力
に
よ
る
先
端
的
外
科
治
療
技
術
研
究
開

発
部
門
の
４
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
全
体
と
し
て
研
究
・
産
学
連
携
推

進
機
構
と
連
携
し
た
運
営
体
制
で
内
規
策

定
や
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
マ
ウ
ス
キ
ー
バ
ン
ク
」
で
は
、
様
々
な

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
や
遺
伝
子
改
変
マ

ウ
ス
の
凍
結
胚
を
管
理
・
保
管
。
管
理
さ

れ
て
い
る
凍
結
胚
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公

開
し
、
学
内
の
誰
も
が
利
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
マ
ウ
ス
は

こ
の
１
年
で
１
５
８
種
類
。
学
内
の
研
究

疾患
バイオリソース

センター 
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者
が
こ
れ
ま
で
に
海
外
か
ら
購
入
し
た
マ

ウ
ス
や
、
研
究
者
自
ら
作
成
し
た
マ
ウ
ス

の
ほ
か
、
理
化
学
研
究
所
の
発
生
・
再
生

科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た

細
胞
内
小
器
官
を
可
視
化
す
る
マ
ウ
ス
な

ど
も
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。
特
異
的

遺
伝
子
が
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
た
マ
ウ
ス

と
掛
け
合
わ
せ
て
、
研
究
目
的
に
合
っ
た

マ
ウ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

金
井
正
美
セ
ン
タ
ー
長
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
「
私
自
身
、
長
年
に
わ
た
っ
て
マ
ウ
ス

の
初
期
胚
発
生
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
携

わ
っ
て
お
り
、
研
究
者
の
目
線
で
セ
ン
タ

ー
に
必
要
な
機
能
を
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
臨
床
医
や
若
手
研
究
者
の
先
生
方
は
、

マ
ウ
ス
導
入
や
遺
伝
子
改
変
な
ど
が
時
間

的
に
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
れ
ば
非
常
に
効
率
よ
く
実

験
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
で
す
。
幅
広
い

研
究
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
動
物
管

理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
析
技
術
や
マ
ウ
ス

作
成
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

通
常
、
実
験
動
物
を
用
い
て
実
験
を

行
う
場
合
、
様
々
な
申
請
が
必
要
と
な

る
。
今
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
験
計
画

書
や
実
験
資
格
な
ど
を
Ｗ
ｅ
ｂ
経
由
で
一

括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

予
定
だ
。
研
究
者
は
、
実
験
動
物
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
実
験
動
物

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
時
点
で
、
文
部
科

学
省
の
指
針
に
則
っ
て
無
駄
な
く
適
切
に

管
理
・
使
用
で
き
て
い
る
と
示
す
こ
と
が

で
き
る
。
年
４
回
、
国
際
基
準
の
微
生
物

検
査
も
同
セ
ン
タ
ー
が
一
括
し
て
行
う
な

ど
、研
究
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

　
「
実
験
終
了
後
も
論
文
な
ど
の
研
究
成

果
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
予
定
で
す
。
近

年
数
々
の
研
究
分
野
で
注
目
度
の
高
い
免

疫
不
全
症
マ
ウ
ス
（
ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
）
や

疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
な
ど
も
積
極
的
に
導

入
し
、
実
験
動
物
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
金
井
セ
ン
タ
ー
長
）

　

疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

文
部
科
学
省
の
特
別
経
費
「
疾
患
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
産
学
官

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
研
究
拠
点
の
形

成
」
事
業
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
研
究
大

学
強
化
促
進
事
業
の
採
択
に
伴
い
、
研
究

環
境
の
改
革
の
柱
と
し
て
、
さ
ら
な
る
機

能
強
化
を
図
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

の
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
を
一
元
的
に
管
理
す

る
「
バ
イ
オ
バ
ン
ク
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
電
子
カ
ル
テ
導
入
以
降
の
医
・

歯
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
す
べ
て
の
診

療
記
録
と
臨
床
検
査
デ
ー
タ
、
先
端
的
外

科
手
術
に
よ
り
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
外

科
切
除
試
料
や
血
液
試
料
な
ど
の
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
、
硬
組
織
疾
患
ゲ
ノ
ム
セ
ン
タ

ー
で
収
集
し
た
疾
患
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ど
を

一
元
管
理
。
生
命
倫
理
研
究
セ
ン
タ
ー
が

構
築
し
た
包
括
同
意
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
運
用
を
行
う
。

　

Ｍ
&
Ｄ
タ
ワ
ー
の
地
下
１
階
に
あ
る

セ
ン
タ
ー
内
（
３
１
１
㎡
）
に
は
、
約
２ 

万
５
０
０
０
人
分
の
サ
ン
プ
ル
チ
ュ
ー
ブ

を
収
納
で
き
る
特
大
の
液
体
窒
素
凍
結
保

管
シ
ス
テ
ム
、
超
低
温
フ
リ
ー
ザ
ー
を
有

し
、
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
を
保
管
。
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
室
に
は
、

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
な
ど
の
最
先
端

分
析
器
を
設
置
し
、
遺
伝
学
的
・
分
子
生

物
学
的
解
析
を
実
施
す
る
。

　

サ
ン
プ
ル
収
集
に
あ
た
っ
て
は
医
師
が

患
者
に
対
し
て
協
力
依
頼
を
す
る
が
、
従

来
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の
研
究
に
つ
い

て
個
別
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、「
現

時
点
で
は
研
究
内
容
や
研
究
者
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
将
来
の
研
究
に
活
用
す
る
」

と
い
う
内
容
で
包
括
同
意
を
得
る
。

　

患
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
臨
床
検
体
は
、

臨
床
に
必
要
な
部
分
と
は
別
に
、
疾
患
バ

イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
タ
グ
を
付
け

た
う
え
で
す
べ
て
バ
イ
オ
バ
ン
ク
に
試
料

が
集
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
バ
イ
オ
バ

ン
ク
と
病
院
間
に
新
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を

通
じ
て
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
下
で

通
信
制
御
を
行
う
。
そ
し
て
、
試
料
を
必

要
と
す
る
研
究
者
は
バ
イ
オ
バ
ン
ク
か
ら

試
料
を
提
供
さ
れ
、
自
分
の
研
究
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
稲
澤
譲
治
セ
ン
タ
ー
長

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
従
来
、
検
体
を
集
め
る
方
法
は
、
研
究

ご
と
に
倫
理
審
査
を
通
し
て
個
別
で
患
者

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

バ
イ
オ
バ
ン
ク
で
一
括
管
理
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で
し
ょ

う
。
利
用
を
希
望
す
る
医
師
は
、
試
料
活

用
委
員
会
で
科
学
的
妥
当
性
を
検
討
す
る

審
査
を
受
け
た
後
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
試

料
を
利
用
で
き
る
の
で
す
。今
の
と
こ
ろ
、

医
師
に
は
患
者
さ
ん
に
対
し
て
包
括
同
意

の
説
明
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
は
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
」

再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

日
本
国
内
で
は
、
２
０
１
３
年
４
月
に

「
再
生
医
療
推
進
法
案
」
が
成
立
し
、
再

生
医
療
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
高

ま
っ
て
い
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、

こ
れ
ま
で
に
数
々
の
再
生
医
療
研
究
で
高

い
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
世
界
を
リ
ー
ド

て
移
植
す
る
治
療
が
２
０
１
３
年
４
月
に

保
険
収
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
切
開
手
術

に
よ
る
侵
襲
が
大
き
く
医
療
費
も
高
額
に

な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
方
、
整
形

外
科
専
門
医
で
も
あ
る
関
矢
一
郎
セ
ン
タ

ー
長
ら
に
よ
る
滑
膜
幹
細
胞
を
用
い
た
軟

骨
再
生
医
療
で
は
、
関
節
鏡
下
で
細
胞
の

採
取
と
移
植
が
可
能
で
、
低
コ
ス
ト
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
う
し
た
実
績
を

踏
ま
え
て
、
２
０
１
３
年
秋
か
ら
関
節
軟

骨
損
傷
と
同
様
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い

す
る
分
野
も
少
な
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
研
究
シ
ー

ズ
が
再
生
医
療
製
品
と
し
て
実
用
化
さ
れ

た
ケ
ー
ス
は
日
本
で
は
極
め
て
少
な
い
。

諸
外
国
と
比
べ
て
み
る
と
、
欧
州
20
品
目

（
治
験
中
42
品
目
）、
米
国
９
品
目
（
治
験

中
88
品
目
）、
韓
国
14
品
目
（
治
験
中
31

品
目
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
わ

ず
か
２
品
目
（
治
験
中
４
品
目
）
で
あ
る

（
２
０
１
２
年
12
月
時
点
）。

　

そ
こ
で
、
学
内
の
優
れ
た
再
生
医

療
研
究
を
実
用
化
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

２
０
１
３
年
４
月
に
「
再
生
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
時
に
「
再

生
医
療
研
究
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
構
築
し
、
再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
難
治
疾
患
研
究
所
、
生

体
材
料
工
学
研
究
所
、
医
・
歯
学
部
附
属

病
院
を
は
じ
め
、
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
学
内
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

企
業
や
国
・
独
立
行
政
法
人
に
も
働
き
か

け
て
、
早
期
臨
床
応
用
を
目
指
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
２
０
１
４
年
度

を
目
標
に
、
細
胞
培
養
関
連
機
器
、
培
養

解
析
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
備
え
る
予
定
だ
。

ま
ず
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
内
の
研
究
分

野
の
中
で
も
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

「
滑
膜
幹
細
胞
を
用
い
た
変
形
性
膝
関
節

症
に
対
す
る
再
生
医
療
」
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
展
開
す
る
。

　

日
本
で
は
軟
骨
損
傷
に
つ
い
て
は
、
患

者
の
正
常
軟
骨
組
織
を
採
取
、
増
殖
さ
せ
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Part 3 研究環境の整備

稲澤譲治センター長

関矢一郎センター長

金井正美センター長

個 の々研究者がよりスムーズに研究活動を行うための環境整備が進んでいる。
医学研究を行ううえで不可欠な、遺伝子や細胞などの生体試料、

実験動物などといった学内のリソースを集約し、システム化。
また、優れた研究シーズをできるだけ早く実用化するためのサポート体制も整備した。

研究大学強化促進事業をきっかけに、各センターが相互に機能し合って、世界レベルの研究環境の実現を目指す。
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疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー

■再生医療研究推進プラットフォーム

■疾患バイオリソースセンター 

■マウスキーバンクシステム＆ KI システムの構築

医・歯学部附属病院

電子カルテシステム整備 
豊富で多様な医・歯症例 
診療記録・臨床検査データ

電子カルテ情報

硬組織疾患ゲノムセンター

疾患ゲノム情報

臨床試験

●医学部・
　歯学部附属病院

移植用細胞の供給
●細胞治療センター

先端的外科手術 
病理専門医の診断

バイオリソース

生命倫理研究センター

包括同意システム基盤

企業
国

独立行政法人

再生医療の実用化

再生医療
研究センター

シーズ

シーズ

シーズ
シーズ

シーズ

シーズ


